
　図書館では、読書活動の推
進のため、様 な々事業を行って
います。
　10月には「親子で楽しむ絵
本講座」として、親子を対象に
２回にわけて講座を開催しま
す。１２月には、絵本作家の山
口マオ先生を招き、「絵本講演
会」を開催する予定です。

　平成２６年７月の新校・園舎完成を目指し、明正小学校・幼稚園は本
年の秋から改築工事に着手します。そこで、７月７日（土）に、全児童・
園児と保護者や地域、学校関係者が一堂に会して校園舎お別れ会
が行われました。
　第１部では、はじめに、校園長先生から明正小学校・幼稚園の歴史
や、新しく生まれ変わる校・園舎の話があり、児童と園児は期待に胸を
膨らませていました。
　続いて、「明正の歩んできた道」と題するスライドの鑑賞後に、各学
年代表児童による明正小学校の「思い出の場所」の発表がありまし
た。子どもたちにとっての思い出の場所は、イチョウの木や雲梯のほ
か、校舎内の階段など様々でした。その後、児童全員による「お別れ
のことば」、さらに、参加者全員で校歌を斉唱して第１部が閉会となり
ました。
　第２部では、元ＰＴＡ会長さんたちが当時の思い出を語られました。
児童数の減少による学校存続の危機を迎えた時期など、現在では想
像もつかない時代の話を、子どもたちは真剣に聞き入っていました。
　その後、会場を校庭に移してのマーチングパレードでは、５・６年生
がマーチングバンドの隊形変化にあわせて、見事な演奏を披露してい
ました。
　最後は、８５年にわたって地域に支えられ親しまれてきた校・園舎へ
の感謝と新校・園舎への期待を胸に、参加者全員で明正音頭の輪を
つくり、お別れ会のフィナーレとなりました。

明正小学校・幼稚園で校園舎お別れ会が行われました

親子で楽しむ絵本講座と絵本講演会
親子で楽しむ絵本講座

刊行物登録番号　24－011編集：中央区教育委員会　〒104-8404　東京都中央区築地一丁目1番1号  　電話：03-3543-0211（代表）

【日時】１０月１７日（水）・２４日（水）予定　午後３時～
【講師】植田たい子　　【会場】日本橋図書館ホール
【内容】絵本の選び方や、読み聞かせについて　　【定員】各親子３５組
◎詳細については、「区のおしらせ  中央」に掲載いたしますのでご覧下さい。

親子で楽しむ絵本講演会
【日時】１２月１日（土）予定　午後２時～４時
【講師】山口マオ　　【会場】日本橋図書館ホール
【内容】親子で楽しむおはなし会「わにわにのひみつ」　　【定員】８０名
◎詳細については、「区のおしらせ  中央」に掲載いたしますのでご覧下さい。

問合せ先 日本橋図書館　☎（３６６９）６２０７

小風さち/文　山口マオ/絵
©福音館書店

お別れ会当日の校舎正面玄関

講堂でのお別れ会

明正音頭の輪
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「
中
央
区
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」は
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育

の
充
実
を
目
指
し
、教
育
委
員
会
と
区

が
共
催
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

2
0
1
2
年
は
、7
月
14
日（
土
）銀
座

ブ
ロ
ッ
サ
ム
で
、区
立
中
学
校
4
校
と
日

本
橋
女
学
館
中
学
校
の
2
年
生
全
員
を

対
象
と
す
る
授
業
の一環
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
高
橋
陪
夫

先
生
よ
り「
宇
宙
か
ら
見
え
る
地
球
と

そ
の
環
境
」に
つ
い
て
、国
立
極
地
研
究

所
の
本
吉
洋
一
先
生
か
ら
は「
極
地
か
ら

見
た
地
球
環
境
」に
つい
て
そ
れ
ぞ
れ「
環

境
」に
関
す
る
特
別
授
業
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
環
境
」を
テ
ー
マ
に
、各

中
学
校
が
行
っ
た
研
究
の
成
果
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
表
生
徒
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、各
校
が
、今
回
の
環
境

学
習
は
も
と
よ
り
、日
頃
よ
り
積
極
的
に

地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
対

し
、矢
田
区
長
よ
り
感
謝
状
が
、永
嶋
教

育
委
員
長
か
ら
記
念
品（
掲
出
用
の
各

校
メ
ッ
セ
ー
ジ
額
）が
全
中
学
校
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、研
究
発
表
に
携
わ
っ
た

生
徒
が
舞
台
に
整
列
し
、こ
の
日
一
番
の

拍
手
を
受
け
て
閉
幕
し
ま
し
た
。

た
か

も
と
よ
し
よ
う
い
ち

は
し
ま
す

お

平成２４年10月１日発行

http://www.city.chuo.lg.jp/kyouikuiinkai
ホームページ

平成２４年７月１４日　銀座ブロッサム・ホールにて
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「
学
習
か
ら
行
動
へ
」
を
軸
に
、
ま
ず
隅
田

川
や
浜
離
宮
、
千
曲
川
、
稲
倉
棚
田
な
ど
の
水

を
研
究
し
、
水
を
守
る
こ
と
が
環
境
に
大
き
く

関
わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た

ち
が
で
き
る
廃
油
石
け
ん
作
り
と
配
布
を
行

い
、
私
た
ち
の
思
い
を
訴
え
た
中
で
、
地
域
の

方
の
意
識
の
高
ま
り
が
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
水
の
環
境
学
習
か
ら
生
物
と
共
存

で
き
る
環
境
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

銀座中学校からのメッセージ

“Think　Globa l l y，Act  Loca l y”
　～地球規模で考え、地域で活動を～

　私たち銀座中学校２年生は、長野と東京の水質を比べてみて、東京の水質が悪
いことを知り、少しでも生物に優しい水に変えようと思い、地域の方々に手作り
した廃油石けんを使っていただくことにしました。多くの人がこの廃油石けんを
使い、環境問題に協力していくことで、私たちの大切な水を皆で守っていくこと
ができると思います。
　また、この石けんを使うことを通じて、地球の環境は自分たちで守っ
ていくのだということをいつも意識して、様々な環境を守る活動に取
り組んでいくようになれたら環境はもっと良くなっていくと思います。
　少しずつの努力を一人ひとりが心がけることで、私たちそれぞ
れの小さな力が大きな力に生まれ変わることができます。この力
を生み出すかどうかは私たち次第なのです。
Ｔｈｉｎｋ　Ｇｌｏｂａｌｌｙ，Ａｃｔ　Ｌｏｃａｌｌｙ！

　

信
濃
移
動
教
室
で
は
、
八
島
ヶ
原
湿
原
や
文

化
遺
産
で
あ
る
姨
捨
棚
田
な
ど
で
、
自
然
と
人

が
適
切
な
距
離
を
保
つ
こ
と
で
共
生
で
き
る
こ

と
を
体
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
を
中
心

と
す
る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
や
C
O
2
削
減
の

取
り
組
み
か
ら
「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
関
わ
り
、
つ

な
が
っ
た
人
は
も
う
見
知
ら
ぬ
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
晴
海
中
の
教
育
理
念
「
共
生
」
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

晴海中学校からのメッセージ

“信濃移動教室から環境を考える”
　～姨捨棚田の田植え体験を通して～ 中央区子ども環境サミット2012中央区子ども環境サミット2012中央区子ども環境サミット2012

各学校の研究成果とメッセージ

宇宙や極地での環境に関する特別授業
　姨捨棚田で私たちは自然を肌で感じ、人間のはたらきを体で感じ、人と自然
とが織りなすすばらしい景色に浸りました。文化遺産「姨捨棚田（田毎の月）」は、
長い年月をかけて幾世代もの人たちによって生み出されたもので、今多くの人
のつながりの中で守られていること、そのつながりの中に私たちも加わり、貢
献できたことを知りました。
　「塵も積もれば宝の山となる」「一人の力も集
まれば大きな力となる」そうするために、正し
い知識と知恵を身に付けていきます。自然と人、
人と人とのよい関係を作り上げていく努力を、
身近な一歩から始め、続け、広げていきます。
Live Together Make A Community. これが姨捨
棚田で学んだ私たちのメッセージです。

　

大
林
組
技
術
研
究
所
で
最
先
端
の
ま
ち
づ
く

り
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
太

陽
光
や
風
、
地
中
熱
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
自
然
や
生
き
物
と

共
生
し
た
学
校
づ
く
り
に
向
け
日
本
橋
中
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
自
身
も
高
い
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
み
を
広
め
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

日本橋中学校からのメッセージ

“環境にやさしい学校づくり”
中央区における未来の日本橋中学校の役割を考えよう

　現在、環境破壊や地球温暖化、それに伴う生物の絶滅や海面上昇、異常気
象など、地球環境に関する様々な問題が取り上げられています。
　今回の学習を通して、私たちは、技術の発達によって便利になりすぎた生
活が環境に悪影響を及ぼしていることに気が付きました。私たちは地球の環
境を考え、生活を見直さなければなりません。私たちがうっ
たえたいことは、以下の２つです。
１　今あるものを活かし、快適に過ごす工夫をする。
２　電気をこまめに消すなどの日常的な取り組みを大切に

する。
　東日本大震災以降、エネルギーのあり方が問われていま
す。エネルギーや資源を大切にして快適に過ごす工夫をし
ましょう。

　

江
戸
時
代
、
周
辺
の
海
で
は
、
ア
サ
ク
サ

ノ
リ
の
養
殖
が
盛
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
養

殖
し
や
す
い
種
類
の
ノ
リ
の
導
入
に
よ
り
、

ア
サ
ク
サ
ノ
リ
は
絶
滅
危
惧
種
と
な
り
ま
し

た
。
身
近
な
ノ
リ
の
研
究
か
ら
、
種
が
絶
滅

す
る
と
、
人
間
が
手
を
加
え
な
い
限
り
、
再

び
自
然
界
に
戻
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

他
の
生
物
と
共
生
す
る
未
来
は
、
私
た
ち
の

手
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

日本橋女学館中学校からのメッセージ

“アサクサノリの今と昔、そして未来”

　アサクサノリのことを知らない人は多いと思うので、もっと多くの人たち
にアサクサノリや絶滅危惧種について知ってもらい、同時に環境について考
えていくことが大切だと思います。
そして、自分たちが思っている以上に環境破壊が進んでいるこ
とを他人事だと思わずしっかり受け止めなければいけません。
　また、私たち人間の手で壊してしまったアサクサノリの生育
環境は、私たち人間に復元する義務があると思います。この地
球は私たち人間だけのためにあるものではありません。他の生
物も一緒に住んでいます。他の生物がいるからこそ私たち人間
が生きていけるのです。これからの課題は、他の生物と共存で
きる未来を私たちの手でつくっていくことだと思いました。

　

環
境
展
示
会「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
１
」

で
の
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、多
く
企
業
で
、

多
く
の
人
た
ち
が
懸
命
に
エ
コ
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
中
学
生
の
私
た
ち

で
も
、
で
き
る
こ
と
・
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。「
学
び
」、「
考
え
」、「
行
動

す
る
」
こ
と
を
「
続
け
る
」
こ
と
で
、
地
球
温

暖
化
を
防
ぎ
、
豊
か
な
地
球
環
境
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

佃中学校からのメッセージ

“エコプロダクツ２０１１から見える私たちの暮らしと未来”

　２１世紀…太陽と土と水と緑、そしてそこに生きるすべての生き物によって、
自分は生かされているのだ、ということに気づいた私たちは、自らの知恵と科学
技術によって、環境破壊を止め、地球上のあらゆる生き物と共存する道を歩み始
めました。未来の中学生も夢と希望に満ちた毎日が送れるように、これからの私
たちができること、それは次の３つのことを「続ける」
ことだと考えます。
「学び続ける」 …先人の知恵・歴史、社会や科学技

術の基礎を学び続けます
「考え続ける」 …地球の現状を知り、自分たちがな

すべきことについて考え続けます
「行動し続ける」 …自分たちができることを強い意志

をもってやり続けます

日本橋女学館中学校 佃中学校

銀座中学校

晴海中学校

日本橋中学校

〈講師〉
ＪＡＸＡ地球観測研究センター
主任研究員

高橋陪夫先生

〈講師〉
国立極地研究所教授

副所長

本吉洋一先生

廃油から石けんを
作りました

企業へのインタビューアサクサノリ

節電メッセージ

田植えの様子

「宇宙から見える
地球とその環境」

「極地から見た
地球環境」
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項　目

■施設概要

１　建築概要

３　施設の特色

２　施設概要

構造・規模

敷地面積 ３，６６７㎡ ５，１９４㎡
延床面積 １２，２０３．２４㎡ ９，９４９．５３㎡

1）小学校

2）幼稚園

普通教室 １２室（７２㎡／室） １２室（７３㎡／室）
多目的室 １室（７２㎡／室） ４室（７８㎡／室）

特別支援教室 ― ３室（７３～７４㎡／室）
図書室 １７３㎡ １４７㎡

ランチルーム １１５㎡ ２０９㎡
コンピューター室 ６２㎡ １２９㎡

体育館 ４６２㎡ ５０２㎡
プール ２５ｍ×１２ｍ/６コース（屋内） ２５ｍ×１０ｍ/６コース（屋上）
保育室 ６室（６８㎡／室） ７室（６７～７４㎡／室）

延長保育室 ― １室（８０㎡／室）
遊戯室 １３６㎡ １３１㎡
園庭 ４８０㎡ 小学校と共有
プール ６．５ｍ×２．５ｍ（屋内） ７ｍ×４ｍ（屋上）

特別教室
図工室、音楽室、
理科室、家庭科室
（９８㎡～１１２㎡）

●開閉式屋根付きの屋上校庭は雨天時にも
使用可能。

●小幼とも屋内温水プール（小学校は、水深
調整ができる可動床）

●太陽光発電や壁面緑化等により環境負荷
軽減に配慮。

●普通教室・保育室数は、中央と明正の２
校・園分

●屋上プールは、プール使用期間以外は
蓋がけをして運動スペースとして利用。

●太陽光・風力発電や屋上緑化等により
環境負荷軽減に配慮。

●外観デザインは、旧校舎の意匠を継承す
るとともに、旧校舎竣工当時の壁面色を
再現。

図工室、音楽室、
理科室、家庭科室
（９８㎡～１０１㎡）

鉄筋コンクリート造
地上５階／地下１階

鉄筋コンクリート造
地上５階／地下１階

中央小学校・幼稚園 明石小学校・幼稚園

新校・園舎が完成

　

平
成
２２
年
秋
か
ら
改
築
工
事
を
進
め
て
い
た
両
新

校・園
舎
が
完
成
し
、８
月
２０
日
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

改
築
工
事
期
間
中
、
近
隣
の
皆
さ
ま
に
は
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
改
築
に
当
た
っ
て
保
護
者
を
は
じ
め
学

校
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
な
ど
か
ら
い
た
だ
い
た

温
か
な
ご
理
解
・
ご
協
力
に
つ
き
ま
し
て
も
、
あ
ら

た
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
学
期
か
ら
は
新
し
い
建
物
で
、
元
気
いっ
ぱ
い
に

学
び
、
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お一層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
３
日
（
金
）・
４
日
（
土
）
の
新
施

設
一般
公
開
（
見
学
会
）
に
は
２
，
９
９
７
名
の
方
が

お
越
し
に
な
り
、
未
来
に
わ
た
り
一
段
と
誇
り
う
る

新
校
・
園
舎
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
正
小
学
校
・
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

２６
年
夏
の
完
成
を
目
指
し
て
、
８
月
の
引
越
し
後
か

ら
順
次
、解
体
・
改
築
工
事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
間
は
、
中
央
小
学
校
新
校
舎
を
仮
校
・
園

舎
と
し
て
使
用
い
た
し
ま
す
。
同
居
す
る
両
校
・
園

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
と
校
風
を
い
か
し
な

が
ら
も
、
協
力
し
合
って
２
年
間
の
学
校
教
育
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

改
築
工
事
に
伴
い
、
何
か
と
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中央小学校・幼稚園 明石小学校・幼稚園

明石小学校・幼稚園

中央小学校・幼稚園

校・園舎全景（小学校正門より）
屋内体育館（地域の方も訪れやすい１Ｆ体育館）

屋上プール
（夏季以外は蓋をし、運動スペースになります）

教室前のオープンスペース
（多様な教育活動に活用できます）

３Ｆ図書室
（カウンターなどに多摩産材を活用しています）

校・園舎全景（小学校昇降口より）

屋上校庭（開閉式屋根で雨天時等でも利用可です）

屋内温水プール（水深調整可能な可動床です）
３Ｆランチルーム

（異学年の交流給食も楽しめます）
４Ｆ図書室

（全面ガラス張りで開放的です）
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５
月
２１
日（
月
）、教
育
委
員
全
員
で
東
京
都
西
多

摩
郡
の
檜
原
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
央
区
は
、平
成
１８
年
１０
月
に
区
の
区
域
を
超
え

た
広
域
的
な
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、「
中
央
区

の
森
」事
業
を
檜
原
村
で
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
、村
内
の
森
林
数
カ
所
を「
中
央
区
の
森
」と
し
、区

民
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、Ｃ
Ｏ
2
の
吸
収

源
で
あ
る
森
林
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
成
２３
年
３
月
に「
中
央
区
の
森
ふ
れ
あ

い
村
構
想
」を
策
定
し
、森
づ
く
り
へ
の
区
民
参
加
と

地
域
間
の
交
流
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の一環
と
し
て「
ど
ん
ぐ
り
か
ら
の
森
づ
く
り
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、村
の
森
で
採
取
し
た
ど
ん
ぐ
り
を

区
で
発
芽
さ
せ
、育
て
た
苗
木
を
再
び
山
林
に
植
樹

し
、実
が
な
る
広
葉
樹
の
森
を
再
生
し
て
い
こ
う
と
い

う
活
動
で
す
。

　

そ
の
苗
木
の
育
成
に
区
内
小
学
校
の
児
童
が
協
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
７
月
か
ら
、檜
原
小
学
校
と

平
成
１６
年
度
以
来
交
流
の
あ
る
阪
本
小
学
校
を
は

じ
め
、区
内
６
小
学
校
で
苗
の
育
成
が
始
ま
り
ま
し

た
。２
年
後
に
は
、子
ど
も
た
ち
に
育
て
ら
れ
た
苗
が

回
収
さ
れ
、檜
原
村
の
森
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。ま

た
、今
年
の
１1
月
に
は
、阪
本
小
学
校
と
檜
原
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が一緒
に
、次
の
苗
の
た
め
の
ど
ん
ぐ
り

拾
い
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、森
づ
く
り
に
は
た
く
さ
ん
の
時

間
と
手
間
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、失
っ

て
は
な
ら
な
い
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

教
育
施
設
と
し
て
、ま
ず
、檜
原
小
学
校
を
訪
問
い
た
し

ま
し
た
。

　

建
物
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
が
、内
部
の
天
井
や
壁
な

ど
は
、い
た
る
と
こ
ろ
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。教
室
内

の
児
童
の
椅
子・机
も
す
べ
て
木
製
で
す
。体
の
成
長
に
合
わ

せ
て
調
整
で
き
る
仕
組
み
が
付
い
て
お
り
、小
学
校
６
年
間

使
い
続
け
る
そ
う
で
す
。

　

吉
野
一
巳
校
長
先
生
は
、「
檜
原
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
、素
直
で
お
だ
や
か
な
子
が
多
い
で
す
。少
人
数
で
保
育
園

か
ら
ず
っ
と一緒
な
の
で
、互
い
に
気
心
を
知
り
合
い
仲
が
よ
い

で
す
。反
面
、外
に
出
た
と
き
に
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、阪
本
小
学
校
と
の
交

流
を
続
け
て
き
た
お
か
げ
で
、最
近
は
校
外
で
も
物
怖
じ
し

な
い
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。な
ど
、学
校
の

特
徴
や
交
流
の
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
、平
成
１９
年
に
完
成
し
た
檜
原
村
立
図

書
館
で
す
。

　

建
物
は
木
造
で
、内
装
は
も
ち
ろ
ん
全
面
的
に
木
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。玄
関
か
ら
先
は
土
足
禁
止
で
、手
製
の
布
草
履

の
上
履
き
に
履
き
替
え
ま
す
。木
の
香
り
と
柔
ら
か
な
明
か

り
に
包
ま
れ
た
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
の
施
設
で
す
が
、の
び
の
び
と
本

に
親
し
め
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。人
口
約
２
，６
０
０
人
の

檜
原
村
。地
域
特
性
を
巧
み
に
生
か
し
な
が
ら
、公
共
施
設

を
整
備
し
、地
域
の
方
に
愛
着
を
持
って
ご
利
用
い
た
だ
く
工

夫
に
関
心
い
た
し
ま
し
た
。

村
内
の
教
育
施
設

よ
し
の
い
ち
み

成
21
）
年
は
87
％
と
い
う
成
績
を
残
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
雲
を
見
よ
う
」
で
は
、
い
わ
し
雲
、
ひ
つ

じ
雲
、
レ
ン
ズ
雲
、
積
乱
雲
な
ど
の
写
真
を
見

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
と
き
に
見

ら
れ
る
の
か
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

田
代
さ
ん
か
ら
は
、
家
族
み
ん
な
で
空
を
見
上

げ
て
、
雲
の
様
子
な
ど
か
ら
天
気
を
自
分
達
で

予
想
し
て
み
る
こ
と
が
、
楽
し
く
天
気
を
学
ぶ

第
一
歩
に
な
る
、
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
つ
め
の
「
天
気
急
変
を
事
前
に
把
握
し

よ
う
」
で
は
、
本
年
５
月
に
発
生
し
た
茨
城

県
の
竜
巻
や
、
４
年
前
の
神
戸
市
・
都
賀
川

の
増
水
が
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

田
代
さ
ん
は
、
夏
休
み
に
川
へ
出
か
け
る
人

へ
向
け
て
、
天
気
予
報
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
、特
に
「
大
気
の
状
態
が
不
安
定
」

と
い
う
言
葉
に
敏
感
に
な
る
こ
と
、
空
を
見

上
げ
雲
の
状
態
を
見
る
こ
と
、
急
に
冷
た
い

風
が
吹
い
て
き
た
ら
天
気
急
変
の
前
兆
で
あ

る
こ
と
、
な
ど
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

正
し
い
気
象
情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
こ
そ
が
、

減
災
に
つ
な
が
る

　

田
代
さ
ん
か
ら
は
、
気

象
庁
が
発
表
し
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
気
象
情
報
を
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
情

報
入
手
の
方
法
を
準
備
し

て
お
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
日
常
的
に
気
象

庁
や
中
央
区
の
気
象
情
報
が
見
ら
れ
る

W
e
b
サ
イ
ト
の
操
作
に
慣
れ
て
お
く
こ
と

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
然
災
害
そ
の
も
の
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
な
く
て
も
、
災
害
時
に
生
命
や
財

産
を
自
分
で
守
り
、
被
害
を
少
な
く
す
る
〝
減

災
〞
と
い
う
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
積
極
的
に

天
気
予
報
や
気
象
情
報
に
触
れ
て
ほ
し
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
5
〜
6

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
局
地
的
な
大
雨

が
降
っ
た
場
合
、
区
内
で
想
定
さ
れ
る
被
害

と
家
庭
で
も
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
田
代
さ
ん
は
、
災
害
の
心
構
え

と
し
て
、①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
す
る
こ

と 

②
ま
ち
の
地
形
や
歴
史
を
知
る
こ
と 

③
自

然
災
害
か
ら
身
を
守
る
３
つ
の
K
（
考
え
る
、

気
付
く
、
行
動
す
る
）
で
自
分
の
安
全
は
自

分
で
守
ろ
う
―
―
を
提
言
し
、
講
演
を
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

7
月
19
日
（
木
）、
中
央
区
役
所
８
階
大
会
議

室
に
お
い
て
、
気
象
予
報
士
の
田
代
大
輔
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、「
家
族
で
空
を
見
上
げ
よ

う
！
」
と
題
し
た
講
演
が
開
か
れ
ま
し
た

（
P
T
A 

連
合
会
主
催
）。
前
半
は
天
気
予
報

の
解
説
を
中
心
に
、
災
害
時
の
注
意
な
ど
の

話
を
い
た
だ
き
、後
半
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、

中
央
区
で
想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
と
家
庭
で

の
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

九
州
地
方
の
集
中
豪
雨
や
茨
城
県
の
竜
巻

な
ど
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ

う
な
気
象
災
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
災
害
が
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
中
、
本
テ
ー

マ
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
約
1
0
0
名
の
保
護

者
や
学
校
関
係
者
の
方
々
が
集
ま
り
、
田
代

さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

田
代
さ
ん
は
、①
天
気
予
報
が
で
き
る
ま
で 

②
雲
を
見
よ
う 

③
天
気
急
変
を
事
前
に
把
握

し
よ
う 

④
気
象
庁
が
発
表
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
―
―
の
４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
、
写

真
や
映
像
を
交
え
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

関
心
を
持
つ
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

　
「
天
気
予
報
が
で
き
る
ま
で
」
で
は
、
ア
メ

ダ
ス
や
風
向
計
、
高
層
気
象
観
測
、
気
象
衛

星
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
象
の
観
測
方
法
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
天
気
予
報
の
的

中
率
に
つ
い
て
、
近
年
に
な
る
ほ
ど
天
気
予

報
の
精
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
2
0
0
9
（
平

どんぐりからの森づくりどんぐりからの森づくりどんぐりからの森づくり
－教育委員の檜原村視察－

※「どんぐり」に
はいろいろな種
類があります。
クヌギとかナ
ラ、カシ、シイな
ど、図鑑で調べ
てみてはいか
がでしょうか。

＜プロフィール＞　田代大輔（たしろ・だいすけ）さん
NPO法人気象キャスターネットワーク理事。気象予報士、防災士。平成７年財団法人日本
気象協会に入り、平成10年からNHK担当の気象キャスターに。「首都圏ニュース８４５」
「ニュース11」「NHKニュースおはよう日本の気象キャスター」などを担当。平成20年、NPO
法人気象キャスターネットワーク事務局に職を移し、主に子ども向けのイベントや出前授業
などの企画を担当。天気、防災、地球温暖化など幅広いテーマで講演を行う。

グループワークでは、災害時の子ども
たちの安全について活発な意見交
換がされた。

身近な天気予報のことでも新発見が
多く、会場は盛り上がりを見せた。

災害から身を守る災害から身を守る
観天望気のすすめ観天望気のすすめ
災害から身を守る
観天望気のすすめ

家族で空を  見
上げ
よう！

家族で空を  見
上げ
よう！

教育委員の方 と々檜原小学校吉野校長先生

檜原村立図書館

体の成長に合わせて
調整できる机と椅子

手製の
布草履
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　７月１９日（木）教育委員と学校評議員との意見交
換会（まちかど教育委員会）を開催しました。今回
は月島第二小学校・幼稚園が会場です。
　茂呂校長・太田園長先生をはじめ先生方から、
今年度の学校・園経営方針の説明や主な行事予定
と一学期の活動の様子について報告がありました。
　引き続きの意見交換会では、「地域との関係が希
薄になり、学校の子どもたちに地域の目がゆき届いて
いない。100 年の歴史を取り入れつつ、地域との交
流をもっと深めてほしい。」「小学校・幼稚園も、もっ
と積極的に地域に関わってほしい。」など子供達と地
域との関わりについて質問や意見が交わされました。

　「まちかど教育委員会」も７回目となり、改めて学
校や地域の声を直に聴かせていただく事の大切さを
感じました。

第7回まちかど教育委員会開催第7回まちかど教育委員会開催第7回まちかど教育委員会開催見て、聞いて
、
感じる

…

　７月１３日（金）、昨年に引き続き、東京都印刷工業組合京橋支部・
日本橋支部から「節電うちわ」を区立全小・中学校の児童・生徒に提
供していただき、明石小学校と久松小学校で贈呈式が行われました。
　これを機に、節電への取り組みがさらに進みました。

＜プロフィール＞
中央区立明石小学校・文海中学校の卒業生。
平成 20 年 12 月１日から教育委員就任。平成 24
年 11 月 30日で４年間の任期を迎える。現在中央
区少年少女剣道教室指導員、京橋スポーツ少年
団「剣道」団長を務める（剣道錬士六段）。 も ろ おお た

4年間を振り返ってみて、いかがですか。
　私は、30年くらい子どもたちと一緒に剣道の稽古をしてい
ます。ですから、いろんな子どもに接する機会も多く、その姿
をよく見ているのですが、まったく学校教育については素人
でした。そもそも教育委員の話をいただいたときは、「教育委
員って何？」というくらいだったのです。
　そこで、教育委員に就任してからは、“現場主義”に徹し
ました。授業参観、公開授業、運動会、音楽会、研究発表
会、その他の学校行事など、区内の小中学校のほとんどに
顔を出しました。そこで、やはり剣道をしているせいでしょう
か、「規律」が気になりました。授業の始まりと終わりの礼、先
生の子どもに接する態度、生徒の授業を受ける態度、教室
の整理整頓などです。
　私が思うに、規律の正しさは、先生によるところが大きいで
すね。例えば、子どもが騒いでいるのに先生が叱らなけれ
ば、規律を保つのは難しいでしょう。最近は叱らない先生が
増えたといいますが、「叱る」は教育ですから、先生は自分に
自信を持って、子どもが悪いことをしたら、きちんと叱ってほし
いと思います。

その他、現在の学校の在り方についての
お考えを教えてください。

　学校は子どもの学びの場のみならず、地域コミュニティの
核だったり、防災拠点だったりするので、もっとオープンにし
てもいいのではないでしょうか。もちろん、出入りを自由にする
ことで、新たなチェック体制が必要といった問題が発生する
でしょう。そうしたら、みんなで悩んだり、相談したりすればい
いのです。もっともっと、大人たちは話し合うべきです。
　今の学校は、あれもいけない、これもいけないと児童・生
徒への安全面を強調するあまり「危ない」を排除する傾向に

あると思います。そういう状態では、子どもの危険を察知す
る力が育たないのでは？と心配になります。子どものうちに
少々危ないことを体験してこそ、危険に対する感性が育つ
のではないでしょうか。

特に印象に残っている出来事をあげてください。
　教育委員長のときに、明石小学校、中央小学校の改築問
題がありました。両校の改築問題はマスコミにも取り上げら
れて、話題になりました。私自身、明石小学校は母校ですし、
中央小学校は地元です。関係者の方にも知り合いがいまし
たので、複雑な心境でした。このときは、中央区の方たちの、
子どもを、そして地域を愛する気持ちをしみじみと感じまし
た。
　また、３．１１の時には、学校長・職員が率先して、徹夜で
帰宅困難者に対応してくれたことが印象的でした。

最後に「かがやき」読者の皆さんへメッセージを。
　「学校、家庭、地域が一体になって子どもの教育を」という
ようなことを耳にしますが、今、地域や家庭のつながりや絆が
大きく変わってきています。その結果、すべて学校が抱える
ことになってしまったら、学校は大変です。学校とは、学力を
養い、勉強を通して社会性を身に付けるところです。本来、
地域で担っていたこと、家庭で担っていたことを、元の場所
に戻す努力が必要でしょう。
　中央区には、長い歴史に培われた昔ながらのコミュニティ
が残っていると思います。何も教育に限ったことではなく、地
域振興、福祉など、地域コミュニティが活躍しなければいけ
ない場はたくさんあります。何代も続いている住民と新しく中
央区のメンバーになった住民がともに手を取り合って、これ
からの中央区をつくっていきたいですね。

教育委員コラムリレー教育委員コラムリレー

大人は「叱る」ことを恐れずに。
規律と感性を養う教育を。
本年11月に、教育委員の任期を満了する松川昭義さんに、
4年間の思い出と教育に対するお考えをうかがってみました。

教育委員　松川昭義さん

◆第５回定例会および研修会（平成２４年５月９日）
◆中央区民カレッジ入学式（平成２４年５月１０日）　＊日本橋公会堂
◆ＰＴＡ連合会定期総会（平成２４年５月１４日）　＊銀座ブロッサム
◆教育委員会管外視察（平成２４年５月２１日）　＊東京都檜原村視察
◆第６回定例会および研修会（平成２４年６月６日）
◆ＰＴＡ連合会新旧理事等懇談会（平成２４年６月１２日）
　＊銀座ブロッサム
◆中央区教育会総会（平成２４年６月２０日）　＊日本橋公会堂
◆第７回定例会および研修会（平成２４年７月５日）
　＊中央小幼・明石小幼の視察
◆学校保健会定期総会（平成２４年７月１２日）　＊教育センター
◆中央区子ども環境サミット２０１２（平成２４年７月１４日）
　＊銀座ブロッサムホール

◆教育委員と学校評議員との意見交換会　（平成２４年７月１９日）　
＊月島第二小学校・幼稚園
◆中学生海外体験学習出発式（平成２４年７月２６日）
◆区長と教育を語る会（平成２４年８月２日）　＊銀座ブロッサム
◆中学生海外体験学習生徒報告会（平成２４年８月７日）
　＊教育センター
◆第８回定例会および研修会（平成２４年８月８日）
◆交通安全対策協議会（平成２４年８月２９日）
◆第９回定例会および研修会（平成２４年９月４日）
◆子どもたちの人権メッセージ発表会（平成２４年９月１５日）
　＊銀座ブロッサムホール

教育委員の主な活動状況
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久松小学校明石小学校

節電うちわ
いただきました。

お子さん自身が、または、お子さんのことで困ったり
悩んだりしていることはありませんか？

●中央区立教育センター　教育相談室
（中央区明石町１２ー１）
教育相談員が、幼児から高校生までのお子さんに
ついての様 な々相談に応じています。
◎相談日／毎週月～土曜日、午前９時～午後５時
 ☎３５４５-９２０３
 ☎３５４５-９２００
 事前に電話で予約してください。

●東京都いじめ相談ホットライン
幼児から高校生相当年齢の方を対象に、いじめに関す
るご相談に２４時間対応で応じています。
☎５８００-８２８８　
●２４時間いじめ相談ダイヤル（全国統一ダイヤル）
全国どこからでも、夜間・休日を含めて２４時間対応で
相談に応じています。
☎０５７０-０-７８３１０（なやみ言おう）

電話相談
来所相談

～いじめなど、困ったときの相談は…～



　

中
央
区
で
は
、お
住
ま
い
の
住
所
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て

い
る
小
学
校
へ
の
就
学
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、ご
希
望

に
よ
り
指
定
校
以
外
の
小
学
校
を
選
択
で
き
る「
特
認
校

制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、全
て
の
小
学
校
を
選
択
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、特
認
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
の
み
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
特
認
校

・城
東
小
学
校　
　
・泰
明
小
学
校

・常
盤
小
学
校　
　
・阪
本
小
学
校

●
対
象

　

区
内
在
住
の
平
成
25
年
４
月
に
小
学
校
一学
年
に
な
る

児
童

●
就
学
の
条
件

・児
童
の
保
護
者
が
、就
学
を
希
望
す
る
特
認
校
の
教
育

方
針
に
賛
同
す
る
こ
と

・児
童
が
、特
認
校
に
自
力
で
通
学
で
き
る
こ
と

・原
則
と
し
て
、児
童
は
特
認
校
に
卒
業
ま
で
通
学
す
る
こ
と

●
申
請
手
続
の
方
法

　

希
望
す
る
特
認
校
の
学
校
説
明
会
に
必
ず
参
加
し
て
、そ

の
際
に
発
行
さ
れ
る「
説
明
会
参
加
済
証
」と
対
象
者
の
ご

家
庭
に
７
月
末
に
お
送
り
し
た「
特
認
校
就
学
申
請
書
」を

持
参
し
て
、区
役
所
６
階
学
務
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間

　

平
成
24
年
10
月
１
日（
月
）〜
10
月
26
日（
金
）

●
申
請
結
果
の
通
知

　

11
月
上
旬
に
申
請
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　

受
け
入
れ
人
数
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
抽

選
を
行
い
ま
す
。実
施
日
時
な
ど
は
別
途
対
象
の
方
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
補
欠
登
録

　

抽
選
の
結
果
、補
欠
と
な
っ
た
場
合
は
、辞
退
者
が
生
じ

た
時
に
そ
の
登
録
順
位
に
従
い
繰
上
げ
当
選
と
し
ま
す
。

小学校特認校制度の申請について小学校特認校制度の申請について小学校特認校制度の申請について

別表　平成２5年度特認校の学校説明会などの日程

平成25年度
特認校

城東小学校

所在地
電話番号

八重洲２－２－２
☎（３28１）０４０１

9月8（土）午前8時30分～　学校公開・家庭教育学級
9月30日（日）午前9時～　運動会
10月16日（火）午前8時30分～　学校公開・学校保健委員会

9月20日（木）午後3時～

泰明小学校

常盤小学校

阪本小学校

銀座５－１－１３
☎（３５７１）１７６５

日本橋本石町４－４－２６
☎（３２４１）１９１０

9月15日（土）午前8時40分～
9月21日（金）午後3時30分～

9月8日（土）午前10時～
9月27日（木）午前10時～
10月13日（土）午後１時～

日本橋兜町１５－１８
☎（３６６６）００４４

9月22日（土）午後2時～
10月13日（土）午後2時～

9月15日（土）午前9時20分～　学校公開
10月7日（日）午前8時40分～　運動会

10月13日（土）午前8時30分～　学校公開

9月22日（土）午前8時30分～　道徳授業地区公開講座
10月10日（水）～16日（火）午前8時30分～
授業参観［学校公開週間（14日（日）を除く］
※13日(土）は伝統文化理解教室

学校公開の開催日程

問合せ先 学務課学事係　☎（３５４６）５５１２～５５１４

　

補
欠
登
録
は
12
月
20
日（
木
）ま
で
で
す
。こ
の
間
に
繰

上
げ
当
選
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、通
学
区
域
の
学
校

に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
の
時
点
で
ま
だ
受
入
れ
可
能
な
特
認
校
が

あ
る
場
合
は
、再
度
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す（
こ
の
場

合
も
、希
望
校
の
説
明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

●
特
認
校
選
択
の
注
意
点

・申
請
書
を
提
出
し
た
後
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、慎

重
に
検
討
し
、学
校
の
校
風
や
教
育
方
針
を
十
分
理
解

し
た
う
え
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・区
立
小
学
校
で
は
、自
転
車
で
の
通
学
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。お
子
さ
ん
の
通
学
の
安
全
や
通
学
距
離
等
に
も
配
慮

し
な
が
ら
保
護
者
の
責
任
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
校
情
報
の
提
供

　

別
表
の
と
お
り
、特
認
校
の
各
校
で
学
校
公
開
を
行
っ

て
い
ま
す
。公
開
日
以
外
で
も
見
学
は
可
能
で
す
の
で
各

学
校
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
随
時
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、通
学
区
域
の
学
校（
指
定
校
）で
も
学
校
公
開
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。対
象
者
の
方
に
お
送
り
し
た「
中
央

区
立
小
学
校
案
内
」に
学
校
公
開
日
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、教
育
方
針
や
特
色
あ
る
教
育
活
動
な
ど
、入
学
す

る
前
に
学
校
を
見
る
良
い
機
会
で
す
の
で
積
極
的
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
個
別
の
事
情
が
あ
る
方
へ

　

兄
姉
が
指
定
校
変
更
に
よ
り
在
学
し
て
い
る
学
校
を
希

望
す
る
な
ど
の
事
情
が
あ
る
場
合
、指
定
校
変
更
の
申
請

に
よ
り
、特
認
校
制
度
に
よ
る
申
請
者
よ
り
優
先
し
て
就

学
で
き
ま
す
の
で
、学
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
指
定
校
変
更
の
申
請
受
付
期
間

　

平
成
24
年
９
月
18
日（
火
）〜
10
月
５
日（
金
）

●
対
象

　

区
内
在
住
の
平
成
25
年
４
月
に
区

立
中
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童

●
選
択
で
き
る
範
囲

　

区
立
中
学
校
４
校
か
ら
選
択
で
き

ま
す
。た
だ
し
、選
択
で
き
る
学
校
は

１
校
の
み
で
す
。

●
受
入
れ
人
数

各
学
校
と
も
、概
ね
四
十
人

●
抽
選

　

受
入
れ
人
数
を
超
え
る
申
込
み
が

あった
場
合
は
、抽
選
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。当
選
し
な
かっ
た
方
は
、通
学

区
域
の
指
定
校
への
入
学
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
方
法

　

平
成
24
年
10
月
26
日（
金
）ま
で

に
、次
の
方
法
に
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。な
お
、通
学
区
域
の
指
定
校

に
入
学
す
る
方
は
、申
込
み
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

《
区
立
小
学
校
に
就
学
さ
れ
て
い
る
方
》

　

９
月
下
旬
に
小
学
校
を
通
じ
て
申

込
書
等
を
配
布
し
ま
す
。選
択
を
希
望

す
る
場
合
は
、通
学
し
て
い
る
小
学
校

に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
区
立
小
学
校
に
就
学
さ
れ
て
い
な
い
方
》

　

申
込
書
等
を
直
接
ご
自
宅
に
郵
送

し
ま
す
。選
択
を
希
望
す
る
場
合
は

学
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
情
報
の
提
供

　

学
校
説
明
会
等
を
、下
表
の
と
お

り
各
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。そ
の

他
の
日
で
も
見
学
は
可
能
で
す
の
で
、

直
接
学
校
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

中学校自由選択制のご案内中学校自由選択制のご案内中学校自由選択制のご案内

学校説明会開催日程
※申請される場合はご参加ください。

来春、中学校一年生になるみなさんへ
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問合せ先 学務課学事係　☎（３５４６）５５１４

銀座中学校
☎（3545）8011

佃中学校
☎（3531）7214

晴海中学校
☎（3531）6308

日本橋中学校
☎（3851）4074

◇学校説明会 １０月１３日（土） 午前１1：００～
◆学校公開 同日 午前８：４５～

◇学校説明会 第１回　９月２９日（土） 午前１０：３０～
 第２回　１０月１３日（土） 午前１０：３０～
◆学校公開 １０月１３日（土） 午前８：４５～午後３：００

◇学校説明会 第１回　１０月６日（土） 午前１０：３０～
 第２回　１０月１３日（土） 午後１：００～
◆学校公開 １０月１３日（土） 午前８：４５～１１：３５

◇学校説明会 第１回　９月２１日（金） 午後２：３０～
 第２回　１０月１３日（土） 午後１：００～
◆学校公開 １０月９日（火）～１３日（土） 午前８：３０～午後３：２０
 ※第二回学校公開週間にあたります。 １０月１３日（土）は午前１１：３５まで
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申込・問合せ先 中央区地域家庭教育推進協議会（事務局 区民部文化・生涯学習課内）　☎（3546）5526　平日9：00～17：00   

　中央区地域家庭教育推進協議会では、地域全体で子
育て活動を支援するために、学校・幼稚園ＰＴＡや子育
てサークル等と共催で家庭教育学習会を行っています。
　学習会の情報は本紙のほか、「区のおしらせ中央」や

学校等を通じて配布する「家庭教育学習会のおしらせ」
にも掲載しますので、是非ともご参加ください。
　子育てまっ最中の方をはじめ、地域での子育てに関心
のある方の参加をお待ちしています。

子育てまっ最中のみなさんを応援します！　～家庭教育学習会のお知らせ～
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共催団体等
日本橋図書館　6階ホール
親子（幼児と保護者）
※申込み不要　直接会場へお越しください。

10月27日（土）
午前10時30分
～正午

無料
「おはなし会と懇談会」
昔話を中心に手あそび・パネルシアターなど肉声でおはなしを聞く楽
しさを体験します。　　講師　尾松純子 氏（おはなし夢夢代表）

アートはるみ　ギャラリー
親子（幼児～小学生と保護者）
※申込み不要　直接会場へお越しください。

11月3日（祝）
・4日（日）
午前10時
～午後5時

無料

中央区まるごとミュージアム企画
「アートはるみでサイエンス　～よもう　あそぼう　かがくのほん～」
☆科学絵本の展覧会 ☆科学屋台（科学体験コーナー）
☆読み聞かせなど、様 な々企画を予定しています。

アートはるみ　ギャラリー
①未就学児と保護者　定員25組
②小学生と保護者　定員25組
※申込み締切10月5日（金）　※申込多数の場合抽選

11月3日（祝）
①午前10時30分
～11時30分
②午後1時30分
～2時30分

無料

中央区まるごとミュージアム企画 サイエンスワークショップ
「さかさパンダがやってくる！　ペットボトルで空気砲」
講師：さかさパンダ
（科学の本の読み聞かせの会「ほんとほんと」）

築地社会教育会館
幼児・小学生の保護者　定員28名
※申込み締切10月31日（水）　託児：2歳6か月以上の未
就学児（要申込み）　※申込多数の場合抽選

11月9日（金）
午後2時00分
～午後4時00分

材料費
500円

「骨太家族になりましょう！　～築地のプロと青魚を使った
栄養満点の料理をつくろう。ひと工夫で骨太家族～」
魚のプロ築地仲卸人ならではの調理や栄養価などのアドバイスを
取り入れながら子育てに役立つ食文化を学びます。

月島社会教育会館　４階ホール
親子（2・3歳児～小学生の保護者）
※申込み不要　直接会場へお越しください。

11月10日（土）
午後1時30分
～3時00分

無料
「シニアが応援！みんなで楽しむおはなし会」
読み聞かせ、紙芝居、劇、手あそびやわらべ歌などを親子で楽しみ
ます。

日時 費用会議・対象・定員 テーマ・講師


